
平成20年 11月 5日
兼 松 株 式 会 社

平成２１年３月期　第２四半期　連結決算ハイライト
（単位：億円）

平成２０年３月末比

増減 増減率

　総資産 5,035 4,999 △ 35  △0.7%

　グロス有利子負債 2,237  2,143 △ 94  △4.2%

　ネット有利子負債 1,489 1,510 21 1.4%

　 株主資本 643 675 31 4.9%

　 　（内、利益剰余金） 96 127 32 33.0%

（単位：億円） 　 評価・換算差額等 △ 187 △ 188 △ 1  △0.5%

　 少数株主持分 167 176 9 5.6%

増減額 増減率 見通し 進捗率 　純資産合計 622 662 40 6.4%

売上高 235 3.8% 13,500 47.2% 　自己資本比率　（注1） 9.1% 9.7% 0.6% -

売上総利益 17 3.8% - - 　ネットDER　　（注2） 3.3倍 3.1倍 △0.2倍 -

　販売費・一般管理費 11 3.2% - -
（注1）自己資本比率＝（純資産－少数株主持分）／総資産　　（注2）ネットDER＝ネット有利子負債／（純資産－少数株主持分）

営業利益 7 5.5% 245 54.0%

　受取配当金 △ 2 - - -

　利息収支 6 - - -

　持分法損益 △ 13 - - -

　その他 2 - - -

  営業外収支 △ 8 - - -

経常利益 △ 1  △0.7% 190 57.3%

　特別利益 △ 15  △64.1% - -

　特別損失 △ 2 - - -

税引前当期純利益 △ 18  △17.7% - -

　法人税等及び少数株主利益 0 - - -

当期純利益 △ 18  △33.4% 100 36.9%

（単位：億円）

H20/3期 H21/3期 H20/3期 H21/3期

第2四半期 第2四半期 増減 増減率 第2四半期 第2四半期 増減 増減率

　　Ｉ　　　　Ｔ 1,824 1,463 △ 361  △19.8% 47 41 △ 6  △12.0%

　食品・食糧 1,387 1,684 297 21.4% 21 29 8 38.9%

鉄　　鋼 726 816 90 12.3% 32 35 2 7.3%

プラント 536 509 △ 27  △5.0% 11 10 △ 1  △12.8%

　鉄鋼・プラント 1,262 1,325 63 5.0% 43 44 1 2.2%

エネルギー 1,328 1,546 219 16.5% 6 13 7 109.7%

ライフサイエンス 151 168 17 11.2% 2 4 2 92.3%

　ライフサイエンス・エネルギー 1,479 1,715 236 15.9% 8 16 8 105.7%

　そ　の　他 185 186 1 0.7% 3 △ 2 △ 5  △150.1%

　消去又は全社 △ 1 △ 2 △ 1 - 3 4 1 -

　合　　　計 6,136 6,371 235 3.8% 125 132 7 5.5%
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資産・負債及び
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平成２０年３月末 平成２０年９月末

売上高
食糧、エネルギーを中心とした相場高止まり
傾向が継続したことから取扱高が増加し増
収。

売上総利益
売上高の増加に伴い増益。

営業利益
食品・食糧部門およびライフサイエンス・エネ
ルギー部門の好調により増益。

経常利益
営業利益の増加や有利子負債減少による
利息収支改善の一方、持分法投資利益が
減少したこと等により横這い。

特別損益
特別利益は、投資有価証券売却益等により
８億円を計上。特別損失は、特定事業債権
貸倒引当金の積み増しや低価法による棚卸
資産評価損等により３３億円を計上。

当期純利益
特別利益の減少により、前年同期比減益と
なるも、期初公表の見通し４０億円をほぼ確
保。

当期実績の概要

Ｉ　Ｔ
ソリューション事業が比較的堅調に推移した
が、モバイル事業、電子部品事業の取扱高
の減少により、全体として減収減益。

食品・食糧
穀物事業において非遺伝子組換え大豆の産
地確保による安定供給や、大麦の大口取引
顕現化等により、増収増益。

鉄鋼・プラント
鉄鋼事業は鋼板輸出や表面処理加工鋼板
取引が好調、プラント事業は工作機械取引
の減速があったが、部門全体として増収増
益。

ライフサイエンス・エネルギー
全般的に堅調に推移し、増収増益。

各部門の概要

概　　要

総資産
素材価格上昇にともなう営業資産増加の一方、
手元資金の一部借入返済充当により、減少。

有利子負債
グロス有利子負債は９４億円削減。
ネット有利子負債は、現預金の減少により２１億
円増加。

株主資本
当期純利益により増加。
その結果、自己資本比率は９．７％、
ネットＤＥＲは３．１倍。

　
　　○　第２四半期の業績は順調に推移
　　○　売上高・営業利益は前年同期比増収増益
　　　　　　　・売 上 高　 ：　６，３７１億円　　３．８％(＋２３５億円）の増収
　　　　　　　・営業利益　：　１３２億円　 ５．５％（＋７億円）の増益
　　　　　　　・経常利益　：　１０９億円　 前年同期比ほぼ横這い
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＊本資料に記載されている業績予想ならびに将来に関する記述は、当社が発表日現在入手可能な情報および合理的な仮定に基づいた推測を前提と
　 したものであり、実際の業績は様々な要因により本資料に記載されたものと大きく異なる可能性があることにご留意ください。
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